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字. (3)対 OPF.C.対日貿易取支の大幅赤字の継続. (4)対外投資収益性=寄生性収支黒字
幅の低下.(5)対外援助・贈与，軍事支出の同盟国への肩代わりの停滞.(6)途上国向け投






























書評 t'.L'柑文武者『現代アメリカ国際収支の研究」 (271) 89 
「競争条件白国際的平準化」のための矛盾の調整にすぎないとされている。そして，戦
後の世界資本主義り歴史を顧みオ凸;(， GATT~IMF 体制のもと貿易の自由化(商品資
本)，資本の自由化(生産資本)， -1)ーピスの自由化(貨幣資本〕の大きな流れとともに，
アメリカン・ネットワークが進展L，70牛代末には「相互依有Jr統合化」を越えて
「閤際融合Jの時代に突入したといわれるわけである。ことにとそj 著者のいうアメ 'J
3力ン・ネットワークの歴史的位置とその意義があ与。しかし在がら，評者には，現代世
界経済が確かに統合化一ーもっとも，ここにどのような理論的内容を含めるかは，大き
な問題点として依然残されているのであるが の方向に向かっ亡いることは認めるに
してもヲすでに70年代末からさらに統合化を質的に越えた「国際融合」に突き進んでい
るとはとうてい思えない。例えば，もっとも統合化が進んだとされている ECの場合
でさえも，あ〈まで商品流通面の相互依存関係が 定程度進展したりみであっ C，こと
資本そのものに関しては，依然として， 国規模での金融資本形成が主要な側面である
といわれている。また， IMFニ GATT体制Iのもとでうたわれた向由，無差別，多角の
原則でさえ，現実には画餅にすぎず，その実態は管理貿易であった。そして今もまたそ
の強化の方向へと各国が向いつつある。まして，銀行，証券，情報産業によるネットワ
ーグに関していえばj まだまだこれからというのが実態ではなかろうか。大きな歴史展
望として首肯Lうるとしても，現時点における世界経済の実情を正確に描写したものと
は思えない。この点においてもまた，先程述べたナショナルな枠組のとらえかた，国家
主権，国民経済に対するJt重のおきかたの相違が反映Lているものと思われる。
以上，木著作にそくしながら，その要点と論点を適宜指摘するかたもで論評をすすめ
てきたの上に指摘したように，いくつかの理論而で問題性を残Lながらも P アメりカ国
際収支の分析を通じて，たんにその変動を追うばかりでなし積極的に基礎範曙を措定
し，それにもとついて現代世界経済をとらえる際の一視角を提示した点になによりも本
書の最大の意義があることは疑いえない。この後，本書をベースに世界経済の全体構造
をめぐる活発な議論が喚起されることを望んでやまない。
